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※NiAS（ニアス）は、大学の英文名
　Nagasaki Institute of Applied Scienceの略称です。

https://www.facebook.com/nias.ac.jp
@nias SNSでも情報発信中

本学サイトに
アクセスできます。

長崎総合科学大学「Facebook」＆「LINE」！ 大学の様々な情報を配信しています。ぜひ、ご登録ください。
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Information2020（令和2）年度 入試のご案内
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工学研究科 修士課程/博士課程 ■附属高校入試案内

一般入試

Ⅰ期

制度

項目

◎1時間目（下記科目から1科目選択）
　国語（国語総合）（近代以降の文章）
　理科（物理、化学、生物）
　外国語
　（コミュニケーション英語Ⅰ＋
　　　コミュニケーション英語Ⅱ）
◎2時間目
　数学

1. 国語（近代以降の文章）
2. 地理歴史・公民
　（世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現代社会、
　 倫理、政治・経済、「倫理、政治・経済」）
3. 数学①（数Ⅰ、数Ⅰ・数A）
4. 数学②（数Ⅱ、数Ⅱ・数B、情報関係基礎）
5. 理科②（物理、化学、生物、地学）
6. 外国語（英、独、仏、中、韓）［英語はリスニングを含む］

志望理由書
（出願時提出）
※600字～800字

原則として本学

◎1時間目
　数学

◎2時間目
　面接

1/8（水）

1/31（金）      
出願期間

試験日

工学部
工学科

総合情報学部
総合情報学科

合格
発表日

入試科目等

試験場

令和2年4月入学者（二次募集）

願書受付期間

面　　　接

試　験　場

合 格 発 表

入学検定料

試験種別

出願期間

試 験 日

会　　場

試験科目

合格発表

受 験 料

1/17（金） 

▲

2/5（水）

2/7（金）

本校

2/10（月）

12,000円

3/9（月） 

▲

3/19（木）

3/20（金）

本校

3/20（金）

12,000円

3/4（水）

30,000円

3/3（火）学 力 試 験
（修士課程のみ）

検定料 28,000円 13,000円 30,000円

2/15（土）

3/9（月）　　

3/15（日）

3/23（月）      

Ⅱ期 Ⅲ期

センター試験利用入試 AO入試
AO特待生入試

必着 必着

Ⅰ期

1/8（水）

2/6（木）      

9/1（日）

3/23（月）

1/14（火）、2/17（月）
3/18（水）、3/27（金）

随 時

2/15（土）

3/11（水）　　

3/15（日）

3/25（水）    

2/17（月）

本学、佐世保、五島
那覇、鹿児島、宮崎
大分、熊本、佐賀
福岡、松山、広島
大阪、東京

本学、鹿児島
福岡、広島
大阪、東京

本学

3/18（水） 3/27（金） 2/17（月） 3/18（水） 3/27（金）

Ⅱ期 Ⅲ期

2/8（土）・2/9（日） 3/13（金） 3/25（水） ― ― ―

― ― ―

2科目 4科目（工学部）または3科目（総合情報学部） 面接（個別）数学および面接

必着 必着 必着 必着 必着

必着

必着

国立大学よりも学費がかかりません

センター試験利用入試または一般入試（Ⅰ期・Ⅱ期）にて選考
※成績不良等で取り消し有

※成績不良等で取り消し有

授業料を全額免除（4年間）
学費サポート制度（特待生制度・優待生制度）

1A特待生

在学生の優待制度

学力・人物の優秀な者対象

センター試験利用入試または一般入試（Ⅰ期・Ⅱ期）にて選考

授業料1/2免除（4年間）2A特待生

学力・人物の優秀な者対象

AO特待生入試にて選考
①高度な特技・資格を有し、それを本学で発揮しようとする者
②各種コンテストやスポーツ・文化活動等で優秀な成績を収め、本学でその能力をさらに伸ばし発揮しようとする者

3年生または4年生で学力および人格が優れた者に対して授業料を免除します。3年生は2年次までの成績、
4年生は3年次までの成績が選考対象となります。（3年次で優待生に採用された者も、4年次には再度選考となります）

※成績不良等で取り消し有

※成績不良等で取り消し有

授業料1/2免除（4年間）B特待生
次のいずれかに該当する者対象

外国人留学生入試（前期）にて選考
日本留学試験の日本語250/400点程度。 数学の成績も合わせて総合的に判定する。対象

国・英（リスニング無し）・
数・個人面接

国・英（リスニング有り）・
数・集団面接

一般 一般

12/12（木） 

▲

1/8（水）

1/16（木）

本校

1/20（月）

12,000円

一般一般
学業推薦試験 専願試験 併願試験スポーツ推薦試験

国・英（リスニング有り）・数・集団面接

二次入試一次入試特別入試

3/10（火）
大学院掲示板

本学
（詳細は受付後通知）

2/10（月）　 　 　 ▲

2/21（金） 一般  A・B特待A・B特待

※詳細は募集要項、
本学HPよりご参照ください。

一般
推薦
試験
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NHK学生ロボコン全国大会
出場ロボット展示
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　eスポーツ。国体種目と
なり全国的に広がりを見

せている新しい

競技です。今年度は初の
造大祭のイベントとして、国

体種目である

「KONAMI eFootball ウ
イニングイレブン2020」を

タイトルとした「e

スポーツNiAS大会 2019
」を開催しました。イベント

には長崎県出

身のウイイレプロプレイヤー
「ちゃまくん」選手と、茨城

国体長崎県代

表の「Shiro」選手がゲスト
参加。巧みなMCと実況解

説で大会に厚

みを増してくださいました
。参加者には福岡県や佐

賀県など遠方か

らのエントリーもあり、大変
盛り上がったイベントとな

り、優勝チーム

とゲストのプロゲーマーとの
エキシビジョンマッチも開

催されました。

　今年度の造大祭では、『
デジタルアートラボ2019』

と題するデジタルアートの
体

験型イベントを開催。崔智
英研究室の学生が卒業研

究などに向けてそれぞれ制

作している３ＤCGやＡＲな
どの作品を中心に、地域の

子どもたちやお父さん・お

母さんに体験してもらいま
した。ご来場くださった皆

さんが楽しんでくださる姿
に

元気を得るだけなく、作品
に対する率直なご感想が

学生たちの気づきにも。卒
業

研究の完成に向けた追い
込みに、さらなるモチベー

ションを与えていただきま
し

た。来年度も、ひきつづき開
催する予定です。ぜひご来

場を！

　マネジメント工学コースで
は、造大祭において、様

な々地

域課題を解決するために
必要な「人財」についてシ

ンポジ

ウムを開催しました。パネリ
ストは、本学小嶺教授、JT

B、親

和銀行、長崎新聞など異業
種から4名が討論しました。

　人財には、激動期を生き
抜く成長の源泉として『実戦

力』

が不可欠であり、情熱や危
機感を持ち、夢や目標を設

定し

て取組むことが大切である
と熱い討論が進みました。

　これからも、マネジメント
工学コースでは、文理の枠

を超え

て英知を集結し、高度化か
つ複雑化する地域課題の

解決

を図り、地域の多様なビジ
ネスに関わる取組みを行い

ます。

デジタルアートラボ2019

eスポーツ大会

造大祭2019開
催！
トマト収穫ロボット展示

音系ライブ

デザイン竹灯篭の制作

マイコンカーラリー競技

ハンドメイド雑貨販売

自家焙煎コーヒー

ラムネ早飲み

被爆者 渡部千恵子展

焼きそば模擬店

各国民族衣装ファッション
ショー

夜の造大祭ウリボウカフェ

操船シミュレーター

パッションフルーツ緑のカー
テンとジュース

ロボット体験教室

単気筒エンジン機関車

なぞときゲーム「合い言葉
は○○○！ 秘密の書を探

せ！」

本学伝統の学園祭「造大
祭」が11月2日（土）、11月3

日（日）、グリーンヒ

ルキャンパスを会場に開催
。様 な々模擬店、各コース研究室

及びNiASプ

ロジェクトの研究発表と同
時に、スペシャル・マジック・

ショー、留学生によ

る日本語スピーチコンテスト
及び各国民族衣装ファッシ

ョンショー、音系

サークルライブなど盛りだく
さんの内容が展開されまし

た。今回はその中

から、eスポーツ大会、デジタ
ルアートラボ2019、造大祭

シンポジウムをご

紹介します。

造大祭シンポジウム
―「今こそ問われる人財力

」



2018年
「重力波をとらえる ～日本の重力波望遠鏡ＫＡＧＲＡ～」
東京大学宇宙線研究所 重力波観測研究施設長  大橋正健教授

「重力波源からの光をついに観測
～日本の望遠鏡群が捉えた重元素の誕生現場～」
広島大学宇宙科学センター長  川端弘治教授

2017年
「iPS細胞とは何か ―基礎研究と医療応用の最前線―」
京都大学iPS細胞研究所 未来生命科学開拓部門 教授  齊藤博英

2016年
「海の神秘と挑戦
～地球に残された未踏の海底下生命圏フロンティアに挑む～」
海洋研究開発機構 高知コア研究所 所長代理  稲垣史生

「海底ケーブルネットワーク　未来を拓く海中海底のリアルタイム観測」
海洋研究開発機構 地震津波海域観測研究開発センター
研究開発センター長代理  川口勝義

2015年
「宇宙の進化とブラックホールの謎」
理化学研究所 准主任研究員  玉川徹

「やれる理由こそが着想を生む」
宇宙航空研究開発機構（JAXA)シニアフェロー・教授
「はやぶさ」プロジェクトマネージャ  川口淳一郎

《近年の基調講演》

ルコ
ム
の
役
割
」と
題
し
た
講
演
は
、ク
ア
ルコ

ム
ジ
ャ
パン
合
同
会
社
の
代
表
社
長
須
永
順

子
氏
。

　

５
G
は
、高
速
・
大
容
量
ブロ
ー
ド
バン
ド
、

高
信
頼
性
・
低
遅
延
通
信
、よ
り
多
く
の
モ

ノ
が
つ
な
が
る
大
規
模
Io
T
と
い
う
先
進

的
な
通
信
を
可
能
に
し
、ス
マ
ー
ト
フォン
や

デ
ー
タ
通
信
機
器
に
と
ど
ま
ら
ず
、あ
ら
ゆ

る
産
業
の
基
盤
に
な
る
技
術
で
す
。世
界
の

無
線
通
信
の
進
化
を
実
現
し
て
き
た
ク
アル

コ
ム
の
５
G
時
代
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
学
か
ら「
Io
T
時
代
の
パワ
ー

エレ
ク
ト
ロニ
ク
ス
」と
題
し
て
、黒
川
不
二
雄 

特
命
・
学
術
教
授
。パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロニ
ク
ス

技
術
の
結
晶
で
あ
る
電
源
に
つ
い
て
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
を
受
け
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
制
御
し
た
り
、回
路
情
報
を
送
信
す

る
の
に
適
し
た
デ
ジ
タ
ル
制
御
方
式
を
通
し

て
、今
後
の
パ
ワ
ー
エレ
ク
ト
ロニ
ク
ス
の
方
向

性
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。　　

　

毎
年
、超
一
流
の
科
学
者
や
先
端
企
業
の

経
営
者
を
迎
え
、本
学
が
開
催
す
る
公
開
講

演
会
。

　
こ
の
講
演
会
は
広
く
外
部
に
無
料
で
開

か
れ
た
、本
学
の
地
域
貢
献
の一つ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
サ
イ

バ
ー
リ
ア
リ
ティ
〜
電
脳
と
５
G
が
世
界
を

変
え
る
！
〜
」。12
月
１
日（
日
）に
長
崎
市

の
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、３
つ
の

講
演
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
ション
の
開
発
と
サ
イ
バ
ー

ワ
ー
ル
ド
」と
題
し
た
講
演
は
、ソ
ニ
ー
・
コン

ピ
ュ
ー
タエン
タ
テ
イ
ンメ
ン
ト
の
元
取
締
役
副

社
長
で
、現
在
、（
株
）プ
ラ
イ
ム
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役
社
長
の
三
浦
和
夫
氏
。

　

23
年
間
の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
ション
の
開
発
を

通
し
て
コン
ピ
ュ
ー
タ
や
グ
ラ
フィッ
クエン
ジ
ン
、

さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
ベ
ー
ス

に
し
た
技
術
と
そ
の
先
の
サ
イ
バ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
可
能
性
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
豊
か
に
す
る
５
G
世
界
と
ク
ア

本
学
学
生
全
て
を
対
象
と
し
た一般
の
部
を

設
定
し
、計
13
チ
ー
ム
がエン
ト
リ
ー
し
、成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。授
業
の
部
の
グ
ラ
ン
プ

リ
は
、外
国
人
向
け
の
医
療
ア
プ
リ
の
アイ
デ

ア
を
発
表
し
た
チ
ー
ム
が
、一般
の
部
で
は
、ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
設
備
点
検
を
発
表
し
た

チ
ー
ム
が
獲
得
し
ま
し
た
。全
体
的
に
、審
査

員
た
ち
が
予
想
し
て
い
た
レベル
を
は
る
か
に

越
え
て
い
た
よ
う
で
、一
同
感
心
し
て
お
り
ま

し
た
。そ
の
他
に
は
、各
企
業
賞
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
か
ら
商
品
券
や
宿
泊
券
、野

菜
、そ
う
め
ん
な
ど
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
業
の
部
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

チ
ー
ム
は
、長
崎
県
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ンコン
テ
ス
ト

（
９
月
23
日
）に
お
い
て
も
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
、九
州
大
学

発
ベン
チャ
ービ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ンコン
テ
ス
ト
で
は
、

本
選
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。学

生
た
ち
は
今
後
も
引
き
続
き
プ
ラ
ン
の
ブ

ラッシュ
アッ
プ
を
図
り
、学
生
の
う
ち
に
起
業

し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。彼
ら
は
ま
だ

１
年
生
で
す
の
で
、今
後
が
楽
し
み
で
す
。

　

今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ンコン
テ
ス
ト
は
、大

学
と
し
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、関

係
者
一
同
、発
表
内
容
や
運
営
等
に
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、好
評
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。来
年
度
も
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
学
生
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

机
上
の
空
論
で
は
な
い
実
戦
力
を
持
っ
た

学
生
を
育
て
た
い
。そ
ん
な
思
い
を
実
現
す

る
た
め
に
、マ
ネ
ジメ
ン
ト
工
学
コ
ー
ス
で
は
今

年
度
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
の
現
場
に
立
脚

し
た
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、考

え
る
力
を
意
識
し
た
授
業
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。そ
の一つ
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ンコン
テ
ス
トへ

の
参
加
を
目
的
と
し
た
１
年
生
の
授
業
で

す
。そ
の
授
業
で
は
、
グル
ー
プ
で
の
議
論
か

ら
、大
学
を
よ
り
良
く
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
提
案
を
目
的
と
し
ま
し
た
。学
生
の
ア
イ

デ
ア
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
た
め
の
考
え
方
や
手

法
に
つ
い
て
、複
数
の
企
業
の
社
長
や
県
職

員
、専
門
知
識
を
持
っ
た
社
会
人
な
ど
が
、メ

ン
タ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
ティ
ア
で
ご
協
力
い
た
だ

き
各
グル
ー
プ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、本
コ
ース
主

催
で
学
内
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ンコン
テ
ス
ト
を
開
催

（
７
月
20
日
、コ
デ
ジ
マ
）し
ま
し
た
。大
学
主

催
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ンコン
テ
ス
ト
は
県
内
大
学

で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
多
く
の
地
元

企
業
か
ら
後
援
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
授
業
の
成
果
発
表
の
部
門
と
、
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公
開

講
演
会 超

一
流
の
科
学
者
の

講
話
を
地
域
へ

三
浦
和
夫
氏

須
永
順
子
氏

大
学
発
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コン
テ
ス
ト

NEXT
!

STAG
E!

黒
川
不
二
雄
氏

学
生
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
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　今回で３回目を迎える小中学生を対象とし
た「ものづくり体験」を8月11日（山の日）に附属
高校を会場にして開催しました。
　今年度も、子どもたちの期待に応えられるよ
うに、4つのコース共同で開催しました。将来プ
ログラマーを目指すプログラム体験や、スチレン
ボードを使った建築模型体験、簡単なゲームを
作ることができる「Scratch」プログラム作成、化
学反応実験など多彩な講座となりました。
　本学の学生が子どもたちに教えるアンバサ
ダーとなって教員と一緒にものづくりの楽しさを

伝える事ができました。今年度は附属高校生も
手伝ってくれて、一生懸命頑張って子どもたち
に教えてくれました。
　当日は大勢の小中学生や保護者の方にお
越しいただくことができました。「来年もお願い
します」や「楽しかったです」という力強い声も
頂くことができました。子どもたちと一緒に取り
組んでみて、改めて子どもたちの創造力のすご
さを感じることができた1日となりました。

　来年度からの新入生ノートパソコン必携化に合わせて、情報科学センターでは、今年度
キャンパス内のWi-Fi化を進めることになりました。教職員や学生1人1人にIDを発行し、キャ
ンパス内どこにいても同じ認証情報でWi-Fiにつなげられます。パスワードの再設定も自分
でできるので情報科学センターの受付時間外であっても問題ありません。採用したアクセス
ポイント（AP）は1台で100人近くが接続できる上、複数のAPが協調して動作するので建物
内を移動しても切り替えがスムーズに行われます。数年かかると思っていた全学Wi-Fi化が
今年度完了する見込みとなりました。ぜひ活用して下さい。

　当公開講座は、小学校にて2020年度より必修
化されるプログラミング教育を担う教員を支援しよ
うと、本学の地域貢献活動の一つとして開催されま
した。実際、準備内容や進め方に対して不安や悩
みを抱える先生方が多いそうです。そこで当公開講
座では、若手教員がプロジェクトリーダーとなって着
実に準備を進めている小学校の事例を校長とプロ
ジェクトリーダー当人に紹介していただきました。そ
れに続く座談会では、準備を進めている他の2小学
校の先生方も加えて現在抱えている課題や注意
点などについて議論していただきました。また、当公
開講座と併せて県内の教育関連企業の協力を頂
き、プログラミング教育教材の体験コーナーも開設
していただきました。なお、当公開講座は九州西部
地域大学・短期大学連合産学官連携プラット
フォームが主催する公開講演会シリーズ「みんなの
学び」の一環として、本学と長崎国際大学が担当
校となって開催しました。

公開講座
「小学校プログラミング教育必修化に向けて」

　10月25日の2限にMathWorks Japanエンジニアの沖田様を講師に迎え「MATLABセミ
ナー ～概要からデータ解析、機械学習、AIによる画像解析まで～」を17号館で開催しました。
機械工学コースと知能情報コースの講義の一環としており、60名を超える学生と一部の教員
が参加し聴講しました。主な講義内容は、画像による物体の判別、機械学習とディープラーニン
グの違いなどが、プログラム例を挙げて紹介され、最後に大学内でMATLABを使用する場合
の説明が行われました。参加者にはMATLAB経験者が少なく、実際にPCを使って例題プログ
ラムを体験することがなかったことは残念でしたが、学生達には最先端の技術を考えるよい機
会になったと思われます。

MATLABセミナー
～概要からデータ解析、
　　　　　機械学習、AIによる画像解析まで～

全学Ｗｉ-Ｆｉ化

　12月6日から8日にかけて北九州市の学術研究都市にて第6回トマトロボット競技会
が開催され、本学のNiASプロジェクトのチームが準優勝となりました。トマトロボット競技
会は、一般向けのシニア部門と中高生向けのジュニア部門があり、本学からはシニア部
門のフリースタイルで1チーム、レールスタイルで1チーム参加しました。
　大会は年々競技レベルがあがってきており、全自動で収穫しないと勝てないように
なってきています。昨年度までは遠隔操縦で参加していましたが、今年度は遠隔操縦と
全自動収穫の2台体制で参加し、全自動収穫のチームが準優勝となりました。学生が遅
くまで研究室で活動を続けた結果が実りました。第7回は総合優勝を目指します。

第6回トマトロボット競技会で準優勝！

Ⓑ旅行、音楽鑑賞
ⒸAIの様 な々分野への適用を研究しています。長総
大での教育・研究に尽力したいと思います。

Ⓐ総合情報学部総合情報学科 知能情報コース

田
中 

雅
晴

た
な
か

ま
さ
は
る

Ⓑ音楽鑑賞
Ⓒ母校である本学の皆様の、学生生活を少しでも
過ごしやすくできるよう尽力します。よろしくお願い
します。

Ⓐ情報科学センター

原
田 
康
平

は
ら
だ

こ
う
へい

新たにスタッフとなった
教職員を紹介します。

Ⓐ所属  Ⓑ趣味・特技  Ⓒ抱負など一言

新スタッフ紹介

NEW-COMER

も
の
づ
く
り

体
験

小
学
生
低
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
、多
様
な
彩
り
の
体
験



8月2日(金)、海洋教育普及イベントである「おもしろ船教
室」を開催しました。当日は、海上イベントとして橘湾クルー
ジング＆プレジャーボート操船体験、 陸上イベントとしてラ
ジコン潜水艦の操縦、操船シミュレーター体験などを実施し
ました。今年度は、長崎市矢上の学童保育やがみクラブの
40名の小学生が参加してくれました。猛暑の中でしたが、参
加した子供達からは「めちゃ楽しかった。夏休み最高の思
い出になった！」等とうれしい言葉も頂きました。なお本イベ
ントは、公益社団法人 日本船舶海洋工学会の支援を受け
て実施しています。

船舶工学コース

機械工学コースでは造大祭で、メカライフの世界展「アナログ
とデジタル機械模型の展示と製作体験」と題してイベントを実
施しました。その趣旨は、若年層の自動車や船舶等従来型も
のづくり産業への興味の希薄化が進む中、ものづくり体験に
より工学系大学への進学を促進させることです。ぺーパークラ
フト、プラモデル(昆虫・ガンプラ・飛行機・自動車)、レゴのEV3
で、組み立てと操作を院生と学部生の協力のもとに体験して
もらいました。多くの参加された皆様に興味をもってもらうこと
ができました。

機械工学コース
10月15日に3年生によるインターンシップ報告会を行いま
した。電気電子機器メーカーから造船所まで幅広い受け
入れ先があり、発表した学生からは、仕事へのやりがいを
感じることができた、大学の講義内容への理解が深まっ
たなどの感想があり、充実していたことが伺えました。ま
た、11月2日から3日に開催された造大祭では、ドローン部
がミニドローンの製作体験を実施しました。参加した子供
たちにも好評で，学生と一緒に夢中になって取り組んで
いました。ドローン部では、レースへの参加や高校生向け
の体験学習、さらにはドローンの制御に関する研究も行っ
ています。

電気電子工学コース

11月2日、3日の2日間造大祭が行われました。医療工学
コースの学生も、自分が所属しているサークルやクラブ、ゼ
ミ室などで積極的に活動をしていました。災害復興支援
クラブでは五平餅とピザの販売を、2年生中心のメンバー
で協力しながら行っていました。NiAS-NECEでは焼きそ
ば・チーズボーロの販売を、2年生から4年生のメンバー
が学年の壁を越えて楽しそうに行っていました。清水ゼミ
ではフランクフルトとフライドポテトの販売を、3年生と4年
生のメンバーで和気あいあいと行っていました。2日目に
は非常勤講師として講義を行って下さっている、松岡先
生らによるダンスイベントが野外ステージで行われ、多く
の人を楽しませていました。

医療工学コース

12月3日の午後、静岡県立富士宮東高等学校の2年生31名
が長崎での修学旅行の一環として、本学で体験教室を実施
しました。１時間という限られた時間ではありましたが、３～４
名１組のチームに分かれて、初めてさわるレゴのロボットの制
御に挑戦し、黒線に沿ってコースを一周させようと四苦八苦し
ていました。スタート地点にロボットをどう置くか、ほんの少し
変わるだけでもその後のロボットの動きが一変し、完走したり
しなかったり。同じ形をしたロボットの一挙一動に歓声をあげ
ていました。高校生活の一大イベントである修学旅行でのい
い思い出となれば幸いです。

知能情報コース

3年生後期の科目に「環境調節工学実験」があります。この科
目では地学や農学に関連した内容が含まれ、実験データの
解析の仕方を学ぶほか、実際のフィールドに出かけ講義を行
うこともあります。今回のフィールドワークでは、長崎火山に由
来する堆積物の露頭スケッチを行ったり、農業試験場では現
場の研究員さんの直接の説明を聞き、栽培試験や実験室の
様子も見学しました。

生命環境工学コース

マネジメント工学コースでは、教員とゼミの学生が、長崎市北
部商工会、長崎市出身イラストレーター、料理研究家、波佐見
高校デザイン部と連携して、長崎市北部地域（琴海・三重・外
海）の事業者と一緒に地域活性化に取組んでいます。地元素
材の活用提案、レシピ開発、日・英語のパンフレットのデザイ
ン、販売促進に参画しています。このような連携の取組みは
「全国初」となります。また、国内バイヤーと海外バイヤーとの商
談会をサポートしました。さらに、会員企業への補助金情報提
供および申請支援サイトの開発に取組んでいます。今後は、
同地域にインバウンド観光客の呼び込みを図るべく、飲食店
のメニュー開発、ＰＲ、情報発信などに取組んでいきます。

マネジメント工学コース

8コース トピックス

9月中旬の9日間、建築学海外研修（3年生科目）を実施しま
した。今年度の研修は、イタリアのローマ、シエナ、ピサ、フィレ
ンツェ、ラヴェンナ、ヴェネツィア、ミラノを総勢20名で訪れまし
た。西洋建築史の講義で取り上げる歴史的建造物のうち、3
割がイタリアにあります。また昨年度、長崎と天草の潜伏キリシ
タン関連遺産が世界遺産に登録されたことから、カトリック総
本山のヴァチカンを訪ねたいのもイタリアを選んだ理由です。
学生は、天正遣欧使節団の4人の青年と同世代です。初めて
見る西洋建築に、毎日大きな驚きと発見がありました。五百年
から千年以上が経過した歴史的建造物を現代都市で活か
している点も、多くの収穫がありました。

建築学コース
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ヴァチカン、サンピエトロ大聖堂前にて



　

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、11
月
10
日（
日
）に

行
わ
れ
ま
し
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
長
崎
県
大
会
で
、県
立
国
見
高
校
に
２

対
１
で
勝
利
し
、４
年
連
続
７
回
目
の
優

勝
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
の
初
戦
は
12
月
31
日（
月
）

に
東
京
都
の
駒
澤
陸
上
競
技
場
で
福
井
県

代
表
の
丸
岡
高
校
と
対
戦
し
２
対
３
で
惨

敗
し
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

High school
Information
附属高等学校ニュース

Close-up People

令
和
元
年
度 

体
育
祭

　

９
月
１
日（
日
）体
育
祭
を
開
催
。残
暑

厳
し
い
時
期
の
開
催
で
し
た
が
、多
数
の
来

賓
・
保
護
者
の
応
援
の
お
か
げ
で
、盛
り
上

が
り
の
あ
る
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度 

文
化
祭

　

９
月
20
日（
金
）文
化
祭
を
開
催
。長
総

大
吹
奏
楽
部
と
本
校
吹
奏
楽
に
よ
る
合
同

演
奏
会
で
開
幕
。午
後
は
地
域
の
日
見
幼

稚
園
の
太
鼓
演
奏
や
、保
護
者
の
協
力
に

よ
る
飲
食
店
の
出
店
で
、と
て
も
充
実
し

た
イ
ベン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

シャルマ サマルスさん
インド出身。インドのNew Horizon College of 
Engineering を卒業し、2019年4月に本学の別科
日本語研修課程に入学。今後本学の大学院に進学
希望中。

　インドの大学では電気情報を学んでいました。子
どものころから『ナルト』や『ワンピース』などのアニメを
観てました。英語テロップでしたが日本語が分かれ
ばもっと面白いだろうなとも。城や木造建築にも魅力
を感じます。直接の来日動機は日本の高度なロボット
工学への憧れです。
　日本人はやさしい。これまで先生と学生は学習面
でのみ接する態度でしたが、ここの先生方は自分の
子どものようにケアしてくださいます。故郷になかった
海が広がっているのも魅力です。
　大学院では電子情報学専攻で学びたいと希望し
ています。できればロボット工学も学びたいですね。

陳璐さん
中国出身。中国の煙台南山学院を卒業し、2019年
4月に本学の別科日本語研修課程に入学、同年10
月に工学研究科修士課程環境計画学専攻1年に
進学。

　中国の大学では日本語を学んでいました。日本の
戦国時代の歴史や伝統文化に興味があります。きっ
かけとなったのはアニメやゲームでした。ロリータ
ファッションも好きです。
　日本人はマナーがよくて服装もきちんとしています
ね。長崎は他の街と違い、異文化が混在していると
ころが印象的。中央公民館まつりに着物着付けで参
加し控室にいたのですが、横をフラダンスの皆さん
が通り過ぎるなど様 な々文化が共存しているのには
驚きました。
　現在は、大学院でマネジメント分析を学んでいま
す。新しい分野ですので興味深いところです。

本学には様
な々国からの留

学生の皆さん
が在籍してい

ます。

今回はお二人
にお話を伺い

ました。
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文化祭 体育祭

全国大会に出場のサッカー部

第
98
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権 

長
崎
県
大
会
優
勝

チン ロ


